Advanced Hospital Training Activities in Fiscal 2020 by Hyodo, Yoshimi
1. はじめに 




















































*1: Graduate School of Interdisciplinary Science and Engineering in Health 
Systems 












3. ⽅  法
3.1 実習期間 
学内演習は 第1・2 学期〜8 ⽉31 ⽇(⽉)までとし、実際の臨地
実習は 9 ⽉1 ⽇(⽕)〜9 ⽉4 ⽇(⾦)の4 ⽇間に⾏った。 
3.2 対  象 
ヘルスシステム統合科学研究科（以下HS と略す）博⼠前期課






















次⾴に、全体スケジュールを紹介する (表 3)。さらに実習  







2 災害対策室 中尾　博之 災害対策室長・教授






























































































































































9 / 1 
＜火＞ 
(7 h) 
3 講義Ⅰ、講義Ⅱ、講義Ⅲ ［オンデマンド] 
3 
交流実習Ⅰ:医療関係者とのディスカッション 
(保健学科棟 各教室より)  ＜オンライン＞   
2日目 










（講師： 萩谷 英大、 宮村 純子） 
3日目 












9 / 4 
＜金＞ 
(6 h) 
3 9：00 ～12：00 グループワーク    
3 
＜オンライン＞ 
13：00～13：30  発表準備  
13：30～15：30  発表（pptによる発表） 
15：30～16：00  総評 











































2 回依頼した (表4) 。 















は 1 グループにつき 8 分間、応答は４分間で、10 グル−プ実
施した (表5)。 
3.5.5 実習⽬標に関する達成と学び 

















































































































＜交流実習･記録Ⅱ＞ 第1 回講義 9/1 （清水先生）
「pain発見のコツ」



















3）実習全体の流れとは別に、9 ⽉ 2 ⽇（⽔）の 1 ⽇（午後の
み）で完結する内容とした。 
4）学⽣（60 名強）の集合を避けたオンラインで実施した。 









表6 新型コロナセッション進⾏表 (⻘尾 謙先⽣作成・計画書より）  






事前状況説明（2 名、各15 分）） 









































































































































































































































































































































































































































































⑴  実習期間・曜⽇ 







































































  最後に、このような執筆の機会を与えて戴きました五福明夫 
研究科⻑に深謝いたします。 
ー75ー
2020年度における｢先進病院実習｣ の取り組み 
